
プロトタイプ機でのレーザー増幅の確認（プロトタイプ機でのレーザー増幅の確認（20062006年年66月）月）
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8GeV Ｘ線自由電子レーザー・完成予想図
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プロジェクト・ホームページプロジェクト・ホームページ
 http://http://www.riken.jp/XFEL/jpn/index.htmlwww.riken.jp/XFEL/jpn/index.html
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建設現場ライブカメラ：1時間毎に更新
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日・米・欧での協力体制の確立

Collaboration &Competition
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欧州

DESY：

 

ドイツ電子シンクロトロン

 
研究所

European X-ray Free Electron 
Laser

日本

理化学研究所

＆

高輝度光科学研究センター

米国

SLAC： スタンフォード大学

線形加速器研究センター

LCLS: Liniac Coherent Light 
Source

全長 約3.3km 約0.7km(最もコンパクト) 約4km(XFEL施設としては約2km)

加速エネ

 
ルギー

10～20GeV 8GeV
(低エネルギーでも発振)

14GeV

発振波長 0.085nm 0.06nm(最も短い) 0.15nm

総コスト 9.08億ユーロ(約1,500億円) 369億円

(コストパフォーマンス最高)
6.15億ドル以上(約756億円)

運転開始 2013年 2010年 2009～2010年

特徴 EU等13ヶ国共同プロジェクト

プロトタイプ機にて、波長13nmの

 
レーザー発振に成功

世界最高性能を

世界に先駆けて実現

第３世代大型放射光施設とX線レー

 
ザー施設が共存する世界唯一の放

 
射光研究拠点

DOEの研究施設整備計画において

 
プライオリティ第3位

既存施設の活用により、3億ドル以

 
上を節減

米国カルフォルニア州ドイツ・ハンブルグ

XFELXFEL計画～欧米との比較～計画～欧米との比較～
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XFEL利用推進研究協議会

山内

 

薫

 

（東大）

 中迫雅由

 

（慶大）

 北川

 

進

 

（京大）

 上田

 

潔

 

（東北大）

 米田仁紀

 

（電通大）

 郷

 

信広

 

（原研）

 守友

 

浩

 

（筑波大）

 照井康仁

 

（癌研）

 中嶋

 

敦

 

（慶大）

 初井宇記

 

（分子研）

 八尾

 

誠

 

（京大）

 など２５研究機関参加

XFEL利用推進体制

文部科学省

利用推進方針策定

 プロジェクトチーム

利用推進研究課題

 選考・評価

 プロジェクトチーム

・

 
利用方針、利用計画の策定

 ・

 
利用研究実施における技術的課題の解決の

 ための研究開発→公募等により項目を選定

 ・

 
情報公開→シンポジウム等の開催

H19年 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月～

運転状況 調整運転 利用運転

山内

 
グループ

 
（東大）

上田

 
グループ

 
（東北大）

利用例

予備実験開始 大出力レーザー

 
移設

同期実験開始

検出器テスト実験開始

XFEL計画

 合同推進本部

 利用グループ（石川GD）

 と協力

プロトタイプ機

 利用実験

 スケジュール
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利用推進研究の年次計画と進捗状況
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おわりに

• X線自由電子レーザーはナノメートルの世界をフェムト秒で観察
 可能とする光であり、原子と電子で出来上がった物質がどのよ

 うに働くかを明らかにする。

• 平成18年度に開始された、Ｘ線自由電子レーザー施設整備は、
 平成22年度の完成および23年度以降の共用運転に向けて、順
 調に進捗している。

• Ｘ線自由電子レーザーは、21世紀の科学技術の先端基盤設備
 として、日米欧で開発競争が行われている一方で、共通基盤技
 術に関する研究協力が進められている。

• 文部科学省のもとに、オールジャパンで利用技術開発を行う仕
 組みが整備され、完成後すぐに研究成果が出せるよう、準備が
 進められている。
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